
フ
キ
ー
ー
ヲ
ク

村
名
は
、
こ
の
地
が
山
中
で
風
成
の
個
、
烈
な
る
聞
か

ら
得
た
の
で
あ
ら
う
。

フ
キ
ア
ゲ
吹
上

珠
洲
郡
越
坂
の
内
の
小
字
。

能
器
官
誌
に
、『
越
坂
の
散
村
吹
上
と
い
ふ
閉
山
に
、
以
さ

き
弘
法
大
仰
此
加
に
て
前
の
容
そ
さ
し
給
へ
る
が
鍛

え
て
、
今
継
の
大
木
二
本
あ
り
。
民
大
に
し
て
左
容

に
て
名
物
な
り
。
』
と
見
え
、
叉
文
化
十
周
年
部
方
の

円
上
に
、『
吹
上
六
千
幼
と
中
省
、
越
坂
村
仰
の
山
を

巾
似
。
』
と
あ
る
。

フ
キ
ア
ゲ
ダ
キ
吹
上
潜
羽
咋
初
午
下
の
海
岸

に
あ
っ
て
、
海
風
念
な
る
時
は
、
終
下
す
る
水
が
吹

上
げ
ら
れ
る
か
ら
名
を
得
た
と
い
ふ
o高
さ
二
七
米
。

フ
キ
ザ
'
吹
産

貨
幣
鉛
遣
の
郁
に
詰
る
役
人
。

前
川
利
家
の
時
か
ら
後
際
周
助

・
矢
旧
主
計
二
人
は

銀
座
に
し
て
吹
座
を
鍛
ね
た
が
、
後
四
川
位
を
低
劣
な

ら
し
め
た
の
で
之
を
犯
ぜ
ら
れ
、
元
利
五
年
浅
野
屋

次
郎
兵
衛
が
銀
座
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
、
そ
の
支
配
と

し
て
後
藤
才
次
郎
が
吹
座
と
な
り
、
元
和
六
年
金
屋

内陸
凶
郎
の
銀
座
の
下
に
、
後
際
次
右
術
門
が
吹
座
と

な
っ
て
繭
制
座

・
闘
吹
態
と
な
っ
た
。
見
文
九
年
務

内
一
統
丁
鋭
の
使
用
札7
.命
ぜ
ら
れ
る
に
誤
っ
て
、
吹

町
出
や
一
段
せ
ら
れ
た
。

フ
キ
ヌ
キ
ギ
ン
吹
貫

録

元

利
・抱
永
の
頃
は
加

賀
滞
領
内
に
金
銀
の
産
出
が
多
か
っ
た
の
で
、
銀
座

は
そ
の

一
部
を
花
除
・品川疏
・色
紙
・短
加
の
吹
民
銀

に
製
し
た
る
後
、
次
郎
兵
衛
文
は
彦
問
郎
の
桜
印
を

施

L
、
之
を
一
括
の
余
障
に
厳
し
て
軍
用
金
に
充
て
、

一
部
は
民
間
の
・
週
間
に
供
し
た
。

フ
キ
ヤ
ザ
カ
吹
屋
坂

金
納

m川
の
左
侍
鍛
織

の
爪
か
ら
野
出
寺
町
本
凶
寺
の
梢
に
上
る
舵
坂
を
い

ふ
。
一
名
を
石
伐
坂
と
抑
制
す
る
は
、
坂
上
の
東
方
に

続
放
の
時
二
十
人
石
伐
の
邸
地
が
あ
っ
た
か
ら
の
名

で
あ
り
、
叉
消
EI
t廿
坂
と
い
ふ
は
、
坂
下
の
西
側
に

ー，

き
こ
と
を
定
め
た
。
夫
銀
等
の
釘
出
方
法
は
、
草
一一円前

に
%
そ
来
じ
て
定
納
奇
知
り
、
定
納
に
一
一
一

一
一を

官
民
じ
て
定
納
日
米
中
」
知
。
、
氾
納
に
一

閉
そ
来
じ
て

夫
鋭
脅
知
る
の
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
草
-
仙
一
政
=
一
千

石
で
泌
六
つ
ご
歩
の
村
が
あ
れ
ば
、
そ
の
定
納
は
八

千
六
十
石
、
定
納
日
米
は
八
千
九
百
六
十
二一行
七
斗

二
升
、
夫
叩
献
は
十

一
氏
二
百
八
十
四
匁
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。

福
浦
↓
フ
タ

ラ
副
同
州
(
羽
咋
U

。

フ
ク
ウ
ラ

一
絹
浦
臨
均
郷
三
訟
の
門
の
小
手
。

フ
h
y
ガ
ア
ナ

鼠
ヶ
穴

以
来
仰
向
同
小
山守荷
U

々

木
の
栴
停
に
在
る
海
品
川
制
。
入
口
附

-
八
米
、
お
さ

一
六
米
、
奥
行
-
入

O
米
。
能
積
名
跡
志
に
、『
時
凶

よ
り
甲
山
初
村
に
行
〈
に
は
云
々
、

一
仰
は
ひ
ろ
ぎ
と

て
道
科
六
七
町
山
崎
お
り
。
な
ら
び
な
き
大
雌
所
也
一吉

々
。
出
口
に
大
き
な
る
制
あ
り
。
的
打
入
る
と
き
は

ひ
ピ
き
て
小
山
の
ご
と
し
云

。々

此
の
制
は
前
穴
と

て
、
役
の
行
者
の
殺
陣
を
焼
給
へ
る
制
と
い
へ
り
。

拠
し
れ
ず
。
此
の
制
の

日
中
、、
前
川
そ
考
へ
向
う
の

治
へ
走
。
上
ろ
也
。
』
と
犯
す
る
。
今
は
こ
の
般
を
通

行
せ
ぬ
。

フ
タ
ゲ
ン
ゴ
ジ
ユ
ン
シ
ヨ
ヲ

復
元
御
潤
色

交

政
凶
年
七
月
前
川
野
町
凶
は
股
淀
の
制
を
改
め
、
従
来

の
僻
組
御
扶
持
人
十
村

・
御
扶
持
人
十
村
を
惣
年
計

と
い
ひ
、
年
十
村
を
年
山
台
前
と
裂
し
、
年
山
市
及
び
年

計
前
は
一
向
姓
を
支
配
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
し
て
、

彼
等
脅
凡
ベ
て
御
術
部
行
に
直
邸
せ
し
め
る
こ
と
に

し
た
。
後
天
保
十
年
正
月
前
凶
跨
務
は
之
を
巡
制
に

伎
せ
し
め
た
が
、
時
人
は
そ
れ
そ
制
限
元
御
間
色
と
呼

ん
だ
。フ
タ
コ
マ
イ

鈴
村
御
仕
，
引
。

フ
ク
シ
マ

本
山
振
の
山
伏
前
主
寺
が
あ
っ
た
鉛
で
あ
ろ
。
そ
の

肌
曲
が
多
い
か
ら
、俗
に
久
之
字
坂
と
も
い
は
れ
た
。

フ
キ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ
吹
屋
小
路

金
仰
の
山
山
町
名
o

m廷
の
頃
、
今
い
」
油
木
山
の
地
に
的
叫
物
附
.か
問
。
、

そ
れ
に
泊
ず
ろ
町
で
あ
っ
た
か
ら
の
併
で
あ
る
。

フ
キ
ヤ
マ
チ
吹
屋
町

金

-mの
町
名
。
初
め
石

川
抑
制
到
の
村
地
で
、
そ
こ
に
純
m
M
m
刷
物
刷
.か
阿
佐

し
た
般
の
町
名
で
あ
ろ
。
平
和
三
年
料
附

へ
地
迭
の

町
名
思
に
は
、
鈴
鹿
町
と
紋
せ
ら
れ
て
阿
る
。
又
鍋

屋
地
町
と
思
い
た
の
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

フ
ギ
ヨ
ウ

替
行

一
名
山
口
訟
。
江
川
市
銀
屋
内
(

宗
束
振
回
策
寺
に
住
し
、
一
脊
月
院
保
帥
に

mび
、
文

政
近
年
一
品
先
串
山
町
に
州
議
=
一
類
拘
酬
を
訓
じ
た
。

プ

ギ

ン

夫
銭

前

川

利

家
就
封
の
後
、
村
役
と

し
て
丁
夫
を
徴
し
て
力
役
に
泊
ら
し
め
、
之
山
町
平
夫

叉
は
夫
丸
と
い
ひ
、
務
の
給
人
も
亦
そ
れ
に
倣
っ
て

之
そ
徴
し
た
。
殴
u
N
十
周
年
前
川
利
誌
の
城
を
経
巾

向
悶
に
築
い
た
時
に
は
、
多
〈
郁
夫
常

mひ
た
と
あ

る
が
、
郁
夫
も
亦
郁
夫
に
同
じ
い
。
凶
っ
て
百
姓
は

州民附
舶
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
を
妥
へ
、
銭
青
以
て
代
へ

ん
こ
と
を
闘
う
て
許
さ
れ
、
明
年
以
降
夫
銭
守
山
す

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
城
市
に
使
用
す
る
も
の
h

如
き
は
向
平
夫
を
徴
渡
せ
ら
れ
た
か
ら
九
元
和
三
年

正
且
十
一
日
城
中
の
詩
夫
・他
凶
夫
新
炭
糠
円
以
の
岱

設
等
を
出
陣
し
、
定
納
百
石
に
付
夫
銀
百
四
十
日
と
定

め
、
春
三
且

・
秋
九
且
の
二
次
に
上
納
せ
し
め
る
こ

と
L
し
た
。
夫
銀
の
額
は
定
納
百
石
に
到
し
一
泊
石
に

目
前
る
も
の
で
、

一
石
の
時
似
ご
十
八
匁
か
ら
町
一
出
し

た
の
で
あ
り
、
耐
し
て
給
人
知
の
夫
銀
は
、
直
接
絵

入
の
開
邸
に
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た
。
次
い
で

見
永
八
年
宕
し
了
夫
を
使
役
す
る
吋
は
一

日
銀
七
分

を
奥
へ
る
こ
と

L
L
、
叉
定
保
二
年
夫
仰
や
一滞
納
す

ろ
も
の
は
、
=
一ヶ且
併
に
こ
明
白
刺
円
品
を
加
へ
る
べ

フ
ヲ
ウ
ラ

七

ー晶圃，、

復
古
米

r.'{ 。
フ
h
y
シ
マ
ギ
サ
ブ
ロ
ウ

一一脇島俄
三
罰則

家
や
耐

久
屋
、
路
そ
正
行
と
い
う
た
。
能
=
一
郎
は
或
は
ぷ
三

郎
に
も
作
る
。
河
北
部
一耐
久
の
人

o
m
mを
宮
司
友

勝
に

mv，ひ
、
沢
民
間
に
位
し
て
子
却
に
教
授
し
た
。

明
治
十
年
釘
凶
百
問
の
若
が
あ
旬
、
加
能
に
於
付
ろ

最
終
の
和
釘
敬
科
密
で
あ
り
令
。

フ
ク
シ
マ
セ
イ
ベ
ヱ

鼠
島
清
兵
衛

関
長
十
九

缶
初
め
て
附
凶
利
協
に
仕
へ
た
。
子
孫
市
に
附
犯
す

る。

』
ヒ

Y
ソ
Y
オ
シ
タ
テ

フ
ク
シ
マ
チ
カ
ナ
ガ

福
島
近
長
泌
総
笥
女
犬。

貸
永
三
年
実
被
兵
衛
長
直
の
也
知
ご
百
五
J
i
石

AFJ盟

ぎ
、
日子保
三
年
間
以
林
院
附
御
用
人
と
な
っ
て
五
十
石

を
加
へ

、
九
年
間
御
附
物
一聞
に
抑
じ
て
叉
百
石
を
惜

し
、
十
三
年
九
且
晦
日
班
十
一
m
臥
を
以
て
波
し
た
o

7
9シ
マ
ナ
ガ
ナ
ホ

一
組
島
長
直
迦
抑
制
縦
一
矢
印
。

延
間
以
八
証
父
六
太
夫
の
也
知
百
=
一
十
石
を
刷
出
ぎ
、

-X

品
開
=
一
年
台
所
奉
行
、
入
館
定
椅
聞
か
ら
次
第
に

-M
逃

し
て
、
表
小
併
に
京
・り
、
品開こ一
白
抗
十
石
在
受
け
、

従
永
三
年
六
十
抗
訟
を
以
て
裂
し
た
。

フ
h
y
シ
マ
ハ
ン
エ
モ
ン

稿
島
宇
右
衛

門

』

ヨ

ジ
カ
ハ
へ

イ
ダ
古
口
川
平
太
。

フ
ク
シ
マ
プ
ザ
エ
モ
ン

路
島
武
左
衛
門

前
兵

衛
の
子
。

寛
永
十
六
年
前
倒
利
、
M
に
従
う
て
小
佐
城

に
浪
。
、
承
邸
二
年
御
異
風
間
に
任
じ
、
蘇
加
明
共

に
三
百
五
十
石
宇
一
領
し
た
。

フ
ヲ
シ
マ

Z
ツ
マ
サ

認
島
問
州政

逝
斜
左
反
術
・

武
左
衛
門
。
亭
保
五
年
父
血
J
h
の
治
知
百
石
を
後
吉
、

御
近
制
臼
・大
小
将
等
よ
・
り
次
第
に
界
地
し
て
御
関
守

物
聞
に
烹
り
、安
永
=
一
年
致
仕
し
て
安
抑
と
脱
し
た
。

フ
昔
、
γ
マ
ロ
ク
ダ
ユ
ウ
一
一時
島
六
太
夫

父
は
抑
制

庄
太
夫
。
前
島
清
兵
衛
の
家
に
生
育
す
る
を
以
て
、

氏
を
改
め
て
前
町
利
治
に
仕

へ
、
御
拠
風
と
し
て
百

福
島

能
楽
消
伎
作
郷
に
闘
す
る
部


